















こともあることである。そ こで我 々はまず計算機 シ
ミュレーシ ョソによって部分加熱を受けた時の導体
温度の変化をみた。
シ ミュレーシ ョソには流体方程式(エ ネルギー保
存、運動量保存、連続の3式)を 用い、導体 と冷媒




が成 り立 っているものとする。ここでQ:熱 伝達量、
ゐ:熱 伝達率 、』:熱 伝達面積 、左w:導 体 の熱
伝導率、Dw:水 力直径、Re=加Dw/η レイノ



































シ ミュレーシ ョソのための条件 ㈲ 導体





























































図2超 電 導 破 壊 後 の 導 体 壁 温 の 変 化 。 流 速0.5g/s、















Q、(・a1)一』 ∫箋 ・ ・,dT… ・・… 働
一方実験値(?
j(meas)は加熱強度を(2h、






































































































































































2本の超電導線、2本 の ヒーター、14本のダ ミ


























































PROPATHの 利 用 に つい て
本稿で使用 した熱物性値 プログラムパ ッケージは九州大学の好意で大阪大学大
型計算機セソターの ライブラリーになってお り、FORTRANプ ログラム中で
関数値 として利用で きる。ガスはヘ リウムだけでな く窒素やフロソ等の11種類が
関数値 としては蒸発熱や比熱な ど約60種が含まれている。詳 しくは大阪大学大型
計算機セソターニュースVo1.16,No.3(1986)を御覧下 さい。
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